
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2019 年 11 月から JA 厚生連健康管理センターかがわの所長を 

務めさせていただいております大越と申します。皆様には平素 

より当センターをご利用いただきまして誠にありがとうござい 

ます。おかげさまで年間受診者数も約 40，000 名と県内屈指 

となっており、施設健診・バス巡回健診・肺癌 CT バス健診・ 

PET-CT 健診・人間ドック・脳ドックそして住民健診など、個人様・団体様・企業様 

はじめ幅広いニーズにお応えできますよう体制を整えております。また基本健診に加えて各種オプショ

ン検査も積極的に導入しており、少しでも質の高い健診をご提供できますよう取り組んでおります。健

康診断・保健指導そして必要に応じて精密検査から治療に至るまでが円滑に行えますよう病院部門とも

しっかり連携をとりご案内いたしております。昨年から社会全体での大きな試練となっておりますコロ      

ナ禍、当センターでも皆様に安心して健診を受けていただけますよう徹底的な感染対策を

施しております。今後とも一層のご高配を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。 

 

健康管理センターかがわ所長 

      大越 祐一   

当院は日本医療機能評価機構認定病院です 



 

 

 

このたび 2021 年 4 月 1 日より滝宮総合病院外科に赴任しました阪部雅章 

と申します。平成 22 年に香川大学医学部を卒業後、香川大学医学部付属病院 

・聖隷三方原病院(静岡県浜松市)・坂出市立病院・香川県済生会病院にて勤務 

しておりました。私の専門は外科の中でも消化器外科を担当しています。 

胃がんや大腸がんといった悪性疾患に対する手術および抗がん剤治療を行い 

ますが、それ以外にも手術を必要とする疾患（虫垂炎：盲腸、そけいヘルニア 

：脱腸、胆石症など）についても専門的治療を行っています。 

綾川町は約 1 万世帯、約 2 万 4 千人の住む町で、その中で当院は総合病院 

としてさまざまな患者に対応できるよう日々診療を行っています。我々は 

外科として地域の皆様に安心して手術治療が提供できるように日々努力して

参りたいと思います。お困りのことがあればいつでもご相談下さい。 

よろしくお願いします。 

 

 

 

はじめまして、4 月から滝宮総合病院に赴任しております、中谷夏帆です。

香川大学医学部を卒業し、2 年間の初期臨床研修を終えた後、香川大学医学部

附属病院、香川労災病院で消化器内科を主に勤務しておりました。滝宮総合

病院では、内科外来、胃カメラや大腸カメラなどを引き続き担当させて頂き

ます。胃カメラや大腸カメラは苦痛を伴う検査でもありますが、癌を早期発

見できれば、外科的手術を行わずに、内視鏡的に根治治療ができます。また、

胃癌の原因といわれているピロリ菌を除菌することや、大腸ポリープの切除

を行うことで、予防医療にもつながります。患者様の負担がなるべく少なく

なるように心がけながら、しっかりと精査を行っていきたいと思っています。

健診だけでなく、胃部症状や便秘等でも気軽に受診して頂けたらと思います。

よろしくお願い致します。 

 

 

 

   

     

    

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

4 月より当院に異動になりました 

新任の医師をご紹介いたします。  新任医師紹介 

 

外科 

内科 

外科医長 

阪部 雅章 

 
内科医員 

中谷 夏帆 



 

 
 

新型コロナウイルス感染症（以下 COVID-19）は 2019 年末に中国 武漢市で発生し、瞬く間に世界的

な感染を引き起こし、現在もなお終息の兆しが見えてきません。その間、COVID-19 に関する検査も様々

なものが開発され、現在では各病院において検査体制が構築されてきました。今回は COVID-19 に関する

検査と滝宮総合病院での検査体制についてお話しします。 

              まず、COVID-19 の検査は大きく 3 つに分けることが出来ます。皆さんが

よく聞かれる PCR を代表とする核酸検出検査、これはウイルス遺伝子

（COVID-19 の場合は RNA）の数種類の部分を増幅して検出する検査です。

次にウイルスを構成するタンパク質などを検出する抗原検査、インフルエン

ザウイルスなどの検査によく用いられている簡易定性検査と専用の機器を 

用いてより高感度に検出する定量検査があります。最後にウイルスに感染した場合に体内で産生される抗 

体を検出する抗体検査、この検査は感染・発症してから 1～3 週間経ってから検出されるため過去の感染 

や疫学調査、また今後はワクチン接種後の検査として用いられると思われます。 

 ここからは滝宮総合病院での COVID-19 関連検査についてお話しします。 

当院では 3 種類の検査を導入しています。まず、核酸検出検査の LAMP 法 

(Loop-mediatedIsothermal Amplification)と NEAR 法(Nicking Enzyme  

Amplification Reaction)、抗原検査として高感度の定量検査を行なっています。 

核酸検出検査である LAMP 法は鼻咽頭ぬぐい液及び唾液での検査が可能で、 

主に予定の決まっている入院・手術・ハイリスクな検査前に用いています。 

平日の 14 時から検査を開始し、結果を夕方に報告するスケジュールで行ないます。発熱などの症状が

ある患者様や、緊急の入院・手術などの場合は迅速に結果が出る核酸検出検査の NEAR 法と抗原定量検査

のダブルチェックを行ない、約 1 時間で結果が出る体制を構築しています。最近の報道では PCR をすり抜

ける変異ウイルスも発見され、今後、検査試薬の改良や検査体制の再考が必要になるかもしれません。 

 しかし、残念ながら検査で全ての感染者を見つけることは出来ません。最も感度の高い PCR 法において

も検出率は約 7 割と言われています。そのためにも行動歴や自覚症状などの問診は極めて重要です。正確

な問診にご協力ください。また当院では外来検温、有症状者の車での待機、入院患者様の面会禁止措置な

ど患者様やご家族の皆様にはたいへんご迷惑をおかけしております。安心・安全で継続的な医療を提供で

きるよう、職員一丸となって取組んでおりますので今後とも皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。

最後に、コロナ禍前の平穏な日常に一日でも早く戻れますよう、心より願っております。 

 

 
 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

検査技師長 松村孝雄 新型コロナ関連検査と当院の検査体制 

検体前処理作業 

遺伝子抽出作業 

LAMP法測定機器 NEAR法測定機器 抗原定量検査測定機器 



 

 

 

 

                          

 
                                                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

JA香川厚生連 滝宮総合病院 広報誌 たきのみや 発行責任者：企画広報室・患者サービス向上委員会 

 

を迎えました

４月 1 日より、当院は新しい仲間を迎える 

ことができました。 

 看護師、歯科衛生士、介護福祉士、事務職を 

採用し、新人研修を経た後、新しい職場で勤務し

ています。新人職員同様、今後も職員一丸となり

質の高い医療サービスを提供できるよう心がけ

ていきたいと思います。 

滝宮総合病院 検索 

当院では新型コロナウイルス感染症対策として、入院患者さまとの面会を原則禁止 

しております。入院患者さまを感染から守るための措置ですので、ご理解とご協力を 

お願い申し上げます。 

＊ 対応については感染状況等により変更する場合がございます。 


